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調
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壷

上

視

の
本
質
及
長

所

・
・

日
本
経
済
史

の
特

性

・

募
鵬
肚
會
改
造
哲
學
及
連

帯
思
想

・

慣
値
の
類
型
と
個
性

…

時

外
柵

支

那

の
産
業

に
封
ず

る
投
資

・

税

法

の
新

改

正

を

論

ず

・
・
・
・
…

一説

苑

婚
姻
年
齢
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統
計

的
研
究

・

雑

盈
跡

東
京
市
の
水
面
人
口
及
所
帯

:

・

炭
鑛
勢
働
者
の
生
計
状
態
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録
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納
砧
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六
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緬
脳
目
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・
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學
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士
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學
士
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炭
坑
労
働
者
の
生
計
状
態

河

田

嗣

酪

私
は
本
誌
前
號
に
型

題
目
に
就

い
て
短
文
な
掲
げ
て
置
い
た
。
然

ろ
所
其
際
材
料

ご
し
て
用

ゐ
六
三
井
鑛
業
所
の
調
査
は
鍛
字

の
計
算

上
に
談
連
あ
り
た

ろ
旨
後

に
至

っ
て
同
所
か
ら
通
知
薄
舞
け

・
町
時

に
そ
の
調
査

ば
昨
年
九
月
分
だ
げ
だ

っ
た
の
で
其
れ
に
併
ぜ
て
十
、

十

一
月
分
を
も
迭

っ
て
貰

ふ
こ
こ
が
出
家
た
。
早
速
前
號
所
載
の
も

の
ε
新
材
料

こ
な
比
較
一し
て
見

ろ
F
、
塒
繊
手
の
多
少
異

っ
た
爲
め
説

明
ε
批

列
こ
に
多
φ
rの
修

正
為
加

へ
な
曲り
れ
ば
な
ら
ぬ
獣
・も
あ
ろ
。

.

済
、こ
で
叉
新
た

に
本
文
な
草
し
て
修
正
を
爲
す
ご
同
時

に
、
三
ケ
月

に
捗

る
資
料

に
就

い
て
前
月
所
載

の
も
の
よ
り
も
稍

々
詳
細
で
叉

や

＼
正
確
な
ろ
も
の

ぐ・こ

て
戴

に
掲
載

ず
ろ
こ
ご

㌧
す
る
。
終

71
に
多

大
の
好
意
な
以
て
闇
査
資
料

な
割
愛

ぜ
ら
れ
た
ろ
三
井
田
川
鑛
業
所

に
謝
意

な
棄

す
ろ
〇

一

内

務

省

肚

會

局

に

於

て

は

勢

働

者

の

生

活

調

査

…
に

着

手

し

、

餐

方

面

に

通

牒

し

て

、

一
定

方

式

に

依

る

調

査

材

料

を

蒐

集

中

の

よ

し

に

聞

及

む

で

居

る

。

藪

に

揚

げ

る

も

の

は

、

共

の

調

査

の

爲

め

に

三

井

田

川

鑛

業

所

に

於

て
作

製

し

た

調

査

に
依

り

、

少

し

く

之

に

放

察

を

加

～
た

も

の

で

め

る

。
.
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第
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六
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第
六
號

「
四

三
)

一
〇
三
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℃

.

難

蹄

繋

市
の
水
面
入
痩

所
帯

調
査

は
大
正
十

一
年

の
九
、
十

、
十

一
の
三

ク
月

に

湿
る
も
の
で
、
炭
坑
夢
働
者
三
+
世
帯
窪

計
上

に
於

け
る
支
出
費
各
項
日
別
調
ε
、
所
得

ε
支
出
ε
の
比
較

認
ε
、
敢
支
泄
不
足
調

ξ
の
三
者
よ
り
成
立

つ
。

第

一
表

其

一

大

正

+

一

・

第
+
六
巻

(第
六
號

一
四
四
)

一
〇
.三
二

先

づ
支

幽

に
於

け
る
各
費

目
別
を
各
月
毎

に
一.小
し
、

次

に
総
支
出
額

に
謝
す

る
各

費
目

の
千

分
比
に
就

い
て

三
角

を
李
均
し
砦

の
を
作
讐

課

す
こ
ミ

す

る

。

支

出

費

目

別

調

年

九

月

分

摘

要

饗

豊

=
3
、亘
　
美

禦

、舌

七
人
暮
・
世
上

三
参

世
著

入
幕
・
世
帯
τ
・
琴

世
止

・
入
・
ノ
幕

無

糎

出
無

藤
支
出
簾
.
髄
縷

匿

講

耀

出
転

鵜

支
出

。

・
裏

・曾

、豊
.西
・糞

・
・、・含

・亘

言

、誓
;

.一。・

妻

壁

べ
亡

憂
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毛
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八
人
暮
/

世帯

九

人
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死
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八
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HSi
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三

・
竺

計

装

、四四

丁
。
〈血

三
、諾
.

.
劉
伽

訓

完

・三

四
、
四・、

蓋

費
芝

、交
=
丁
豊

四四、
忌

力
、垂

ゼ
δ
〈

四
・
き

く
.
死

、
晃

碧

寮

費
…
・
、割

き

=

「　　
壼[

「1
.七5

三
、
三

マ

・・
号

奮

∵
・
、・す

・・,
.

重

直

三
δ
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貯

金

.難

.

費

七

¢日

五
にs

八
五

A
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A

〈
・暑

∵
萎

力
・
亘
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、凸

7
〈
・　　

壱
、亘

;

三

・
、・
・ハ

『

響
麿
額一

-

三

豊

究
、。
ハ

養

卸

　

≡

杢
7

、三

プ]

丁

㎜
一六

三
人

一八
Fτ『

六
、
言
…

一
.
孟

。

圏

o
ナレ

o

五

三

-。
　

四
美

　

三
・
=

一'
・
、
・割

報
酬
㎝

一

七
プ]

ゼ
=己
!、

.

・丁
茜
　

三
、
吾

・
・八
暑

・
、杏

o
F

O
z瓢

・

o

八

ノ、

手

並

O
.

四
、
茜

五

o

二
、
一死

冤
ム
合i均 帯1,
「 ・穂.
塁1支

lF副

奎1楊
亭一

望1世
話 馬 騎・

四

」≧日
⊂)

丑
o

ノ、

一1雰蕊1 比プ ロ

五
ゐ

.一翠

H=
.色

里

=
・
・茜
u一

五

一
、
四
一
.

　

ヨ

　

四
き

r
議

一

,喚

く
」止L

壱
O
ロ り=

δ
五

日

・葦

　

四
.発

芋
茎

蓉

　

昌
四

ソu

口

亟

.…

　
　

　
　
　

　

六
ゐ
δ

劉

引

当
　
刻

、̂
　
.

到
.重
.
.
濃

-

。

竪
、宝

嚢

　

暴
、只
.
.

二
・元

口

丁
崔

へ

不
発
ハ

叉

豊

=就
、
玉

■

一豊

■

四割

丁
一

、・　

-
■

圏
-

「
医
・

{丁
・・　
』'三

δ
、亘
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τ
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豊

・完
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其
二

大

正

十

一

年

十

月

分

二
人
暮
ノ
世
帯

三
人
暮

ノ
世
帯

四
人
暮

ノ
世
帯

摘

。
緬
支
出
百
世
諜

皮
蹴
牝
壮
麗
灘
支
出

玉
食

・
世
上

交

響

講

七
人
暮
・
世
立

入
人
暮

ノ
世
帯

霊Im

.摩 一

事 刊1:

墨 均帯.

ミ 額肇
三 出

雫 一豊

世自

讃
暑〔幕

計

筆

墨

孟
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陣
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垂
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享

樂

費

蕃

交

際

費

育

児

費

轡
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磯

}.一

醗 撰
麺膜一 一

δ(
、

天

塁
命 藝 「 垂 垂 萎

一
〇
八
・

三
(

昊
習

蒼
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其
8 」

巽
0

≡;
o

一{

嘉
言

一オ陰_ 　 頁
四 菱 曇 窪

.竺

誉
巻

養
三
τ
今
昌
曾

三

ソこ

中

蓋

築
8

で

露 並
.へ

互
o 窪 三

一一

↑

蓋 三
四

党
人
些

亜
四
-茜

　=

毫

七
、八
[

石
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一き

}

　
、旦

・軽
く

三
、・旨

匿

穴、予
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先
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÷

・
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三
£
七

並
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「
会

菖

δ
O

奉

呈

至
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墾
鑑
簾

均
千
分
比

圏天　費
、四

・
究
一
　

一
三

五
〇

卿
、
空

=

、
四
四

・四
歪
=

£
。

ヨ

四三

颪
、8

西

δ
、空

箸

・0
　O
.

鴫喜

三

心

〇
五

四
四
、
夫

HT
五
査

【.「

苫

一
・
一一嵩
O

H三
、
(
一

二
●
(
六
〇

一「仁
、
三
五

マ
四三

聖

書

oT
…〈、三

七
西
四
七

国三
人
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四
・
豊

(

・九
豊
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・
四
言
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=

三

四
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四
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・
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九
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里
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三
・
♂
0
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四
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四
き

=
〈
、
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「
O
瀞
四
一
湘

ご
「風
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九
四
〇

葦

一
●
六
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↓
九

三
・
二
昌
乱

雲
(

一
・
一
力
四
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「
四

一
・ヵ
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四　

難

錬

其
三

炭
坑
勢
働
者
の
生
計
状
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大

正

十
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年

十

一

月

分

第
十
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四
五
)

「
〇
三
三
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.ヨ

摘

要

雑

録

二
人
暮

/
世
帯

稲
支
出

娘

飲
食
物
農
工
颪
、畳

瑳

豊

、四̂

耕
園
燗
州
.

被
服
身
.廻

婁馨
築

盛

育
見

費

交
際
亙

合 ・難 貯 享

樂

二
、
兄

一一
、茜、

量
、
窒

互

、翌

.会費

、
一一〇

「元
、
召

一
世
帯

平

均

一武
・豊

凶
合

計

二
・
死
0

目一
三

四
〇

・
　
五
〇

西
ぎ

…灰
坑
勢
働
者
の
生
計
状
態

三
参

世
帯
百
人
暮
証

陛

参

世
帯
.ア
毒

性
霜

総
支

出

三

、
碧

玉
、杏

ゼ
、
含

量

⊃
言

耳
、慧

覧
灘
重

=童

姿

交
、
　
。㎜

ロ

一
.暮

」
き
、
四
,「

一
・善

7

一、奎

一

変

旦

(
(
、突

圭

。=

臥
、
。(
.

」
.『一、。広網

・
、・　

き

=
喜

・
妻

O

・
一一〇

二
酉
二
〇

　
六
　
、
=

六
一
。
=一

㌔
鵜
畜

四
。
・三

;
=
∩九
四

=
三
三

超
・薯

】西

〇
五
.
五
・豊

湘
・(
五
.7
三
、き

昌
・六
美

・響

く

ラ
突

出

四

四五

四

、

一」
五

㌦

鵜
支譜

第
十
六
巻

(第
六
號

一
四
六
)

一
〇
三
四

七
人
暮

/
世
帯

[
西
三

兄

、茜

7
四
　　

=
、豊

、
・
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ゼ
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・
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五
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、
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三
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一
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す
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(
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壁
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・
六
窄

「

寒
凸
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三
五

誓
至
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四
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講

錘
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〇
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・
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四
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四
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=
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(
・
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今
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・
薯

由茜

只
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曜
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0
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一
〇
玉
垂

九
三
五

四
-突

巨
大
£
七
.

六
三
六

三
蓋

四
、
　=

一
一
、
吾

(
二

七
五
五

一
八
六
-
〈
呂

計

聖
蚕

茜
茜

δ`
吊 世
な

吾 均帯

r総
〉く 支
誓 出
型 額

四
・
空
6

壬
　
・
抽
七
口

六
三
合

子

亜
O

旧
主

δ

=

・吾
O

】
(
火
・
(
.一

楽

、交

】
一昊

バ
九

六
一
、
一
一八

三

、苫

一三
六
、
0
湘

一天
四
、
発

呈

、
突

、四
三

一

世

埼

尋

E
合

〒

四
乙

二
・
「三
宮

(
・
美

冒

昌
・
〇
四
冒

壱
君

隅
・五
三
穴

父
二

七
=
ハ喜

…

D

〒0
0

D 三
巴

否 言 晃 に. =
o ヨ 壼 引 査

右
三
表

に
就
い

て
見
る
に
、
各
　費
目
は
其
a
實
厳

し

於
て
も
、
其
が
総
支
出

に
劃
す

る
割
合

に
於
て
も
、
月

に
依
て
多
少
の
相
違
が
あ
る
。
中
に
在

っ
て
、
各
費
目

が
総
支
出
に
劃
し
て
有
す
る
歩
合
に
就

い
て
之
を
窺
ふ

臆
飲
食
物
嬰
は
.九
月
に
於
て
其
の
歩
合
低
く
、
十
月
ご

十

】
月

ε
は
同

一
歩

合
聖

.心
し

て
居

る
の
は
面
白

い
。

次

に
住
宅
費

に
於
て
九

月

の
歩
合

が
他

の
ニ

ケ
月

に
比

し

て
著

し
く
大

な
.る
は
如

何
な

る
理
由

に
よ

る
も

の
か

住
宅
費

ざ
し
て
計
上
せ
ら
れ
把

る
も

の

、
内
容

に
就

い

て
調

べ
て
見

な
け

れ
ば

、了
解

し
難

き
所

で
め
.る
。
.次

に

咽



薪
炭
費

ε
被

服
費

ご
が
十
月
及
十

一
月

に
於

て
増

加
し

て
居

る
の
は
常
総

の
こ
ε

、
謂

は
ね
ば
な
ら

の
。
次

に

交
際

費

ε
雑
費

ご
が
九
月

に
於

て
多

い
の
も
面
白

い
。

最
後

に
貯
金

は
九
月

に
於

て
著
大

で
あ
る
が
、
之
は

一

面
他

の
費
目

ご
の
振

合

に
因
b
他
面

ま
た
収
入
ε

の
比

.

.較
に
因
ら

増
減
す

べ
ぎ
も

の
で
あ

る
か
ら

、
軍

に
月
別

.

比
較
を

し
て
見

た

ゴ
け
で
は
、
始

ん
ご
何

等

の
判

断
も

下
し
得

ら
れ
な

い
。

上

に
示
す
所

は
各
月
別

で
あ

る
が
、
今
炭
坑
勢
働
者

の
生
活

に
於
け

る
各
費

用
項
目

の
振

合
を
知
り
、
大
腸

に
於

て
其

の
生
活

の
賞
状
を
窺

ふ
資
材

ε
爲

さ
ん
爲

め

に
、
右
三

ケ
月

に
於
け

る
各

費
目

の
総
支
出

に
謝

す

る

千
分
比
を
干

均
し
て
示

せ
ば
、
左
表

の
如

き

も
の

ε
な

る
g

.

第二表「各費目歩合三ケ月孕増炭飲食物費…:.…:..:五一=斑八七

青 讐 被 薪 仕
服 炭

見 藥 麺 燈 宅

品 火

事摯饗 費

・
四

一
・
三

三

・
二

一
六

・
三

三

【

「
九

・
よ
ハ
占
ハ

・
一
入

・
三

三.

・
　
八

・
O

O

雑

録

炭
坑
鱒
働
者
の
生
計
状
態

'

交

際

、
費

;

・
:

・
…

:

:

:

・
-
:

四

〇

・
O

O

亨

樂

費

・
・
:

:

一
・
、
:

・

:

:

・
・

一

一
・
0

0

貯

金

:

…

・
・
:

:

・
:

…

六

六

・
三

三

雑

費
:
:
:
:

:
:
・・…

=
二
七
・三
三

看
第

二
表

の
示
す
所

依
た

～
九

、
十

、
十

一
の
三

ケ

月
卒
均

で
あ
る

か
ら

、
.之
を
以

て
直

ち
に
年
中

に
於
け

る
状
態

ε
見

る

こ
ご
は
出
來

漁
が
、
右
三

ケ
月

は
先

づ

氣
候
中
和

の
季
節

ビ
す

べ
き
で
あ

る
か
ら
、
假

り

に
之

を
以

て
年
内

に
於
け

る
正
常

的
な
生
活
状
態

ε
す

る
に

は
足
り

る
で
あ
ら
う
。

そ

こ
で
表

に
就

い
て
見

る
に
、

炭
坑
勢
働
者

の
支
出
経

済
中
最
も
人

な

る
費

目
を

駕
す

も

の
は
飲
食
物

費
で
、
實

に
支
出
総
額

の
五
割

二
分
張

に
當

っ
て
居

る
。
元
来
飲
食
物
費

の
支
出
絡
額

に
封
ず

る
割
合
は
、
牧

人
の
多

き
生
活

に
於

け
る
ほ
こ
小
.さ
か

る

べ
き
筈

で
あ

る
が
、
炭

坑
勢
働

者

の
生
活

に
於
て
は

そ
が
五
割
以
上

に
及

ぶ
も
敢

て
不
思
議

こ
す

る
に
は
足

ら

ぬ
o

工
.コ
ノ
ミ
ス
ト
所
載

「
勢

働
者
階
級

の
生
活
状

態
』

に
櫨
…れ
ば
東

京
細
民
地
域
}に
於
け

る
加調
査

で
は
食

,

費

歩

合
五

四
・
七
%

で
工
場
職

工
四
五

・四
%

こ
な

っ
て

居

る
。
し

て
見

れ
ば

炭
坑

勢
働
者

の
食
費
貞

操
歩
合
は

決

し

て
小

さ
な
方

で
は
な

い
。

第

十
六
巻

〔第
六
號

一
四
七
)

「
〇
三
五

、



雑

録

炭
坑
労
働
者
の
生
計
状
態

次
に
住
宅
費
及
び
薪
炭
燈
火
些
は
右
表
の
示
ず
所
両
者

共

に
歩
合
甚
だ
小
で
あ
る
。
之
を
右

『
勢
働
者
階
級
の

生
活
状
態
」
に
示
さ
れ
た
る
所

に
比
較
す
る
に
、
大
阪
の

勢
働
者
の
住
宅
費
歩

三

五

・六
%
で

大
都
市
は
大
抵
・

そ
の
見
當
に
在
ゆ
、
東
京
細
民
地
域

に
於
て
す
ら

七
・

三
%

巴
せ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、
炭
坑
夫

の
件
宅
費
四
二

%
`
い
ふ
は
方
外

に
小
さ
い
。
之
は
空
く
三
井
鑛
業
所

に
於
て
住
宅
が
安
債
に
供
給
せ
ら
れ
て
居
る
爲
め
で
あ

い
、
.叉
薪
炭
燈
火
の
安
領
供
給
の
行
は
れ
て
居
る
爲

め
.

た
る
に
外
な
ら
楓
。
次

に
被
服
身
延
費
歩
合
は
右
第
二

表
で
は

一
割
二
分
弱
ε
な
っ
て
居

る
が
、
之
は
決
し
て

少

い
方
で
は
な

い
.
本
調
査

に
於
け
る
夢
働
者
の
程
度

を
以

て
す
れ
ば
Ψ
被
服
費
の
歩
合
稍

々
大
に
失
す
る
ζ
.

謂
は
ね
ば
な
ら
楓
。
今
少
し
く
所
得
多
き
部
類
の
人
々

に
在

っ
て
は
被
服
稜
捗

甘
は
所
復
円
の
増
加
に
伴

っ
て
大

ε
な
る

べ
き
こ
ε
勿
論
だ
が
、
月
牧
五
六
十
圓
乃
至
百

第
十
六
巻

〔第
六
號

「
四
λ
)

「
〇
三
六

圓
内
外
位
の
勢
働
者
の
生
活

に
於
け
る
被
服
費
歩
合
ε

し
て
は
其

の
歩
合
が
総
支
出

の

一
割
以
上
に
出
つ
る
は

稍

々
大
に
過
ぎ
る
ご
見

る
外

は
な
い
。
次
に
交
際
費
の

四
分
こ
い
ふ
の
も
決
し
て
少

い
方

で
は
な
く
、
其
の
大

部
分
が
虚
禮
的
の
贈
答
や
酒
宴
な
ご
に
浪
費
せ
ら
れ
て

居

る
は
想
像
に
難
か
ら
ざ
る
所

で
あ
る
.
雑
費
の

一
割

三

分
む
厘
適
い
ふ
も
多
過
ぎ
る
。
元
來
雑
費
ε
禰
せ
ら

る

、
費
用
は
な
.い
筈
な
の
だ
か
ら
、
其
の
歩
合

の
多
き

こ
ε
は
、
生
計
が
十
分
律
序
的
な
航
す
叉
調
査
の
十
分

一
綿
密
な
ら
ざ
る
を
示
す
も
の
ご
謂
は
ね
ば
な
ら

阻
。
最

後

に
貯
金
歩
合
が
六

分
六
厘
を
示
し
て
居

る
の
は
、
此

程
勢
働
者

ε
し
て
は
先
づ
好

い
方

で
あ
ら
う
。

=

上

に
示
す
所
は
支
出

の
方
面
に
閲
す
る
も
の
で

.

み
る
が
、
次
に
牧
人
ご
支
出

ε
の
比
較
に
就

い
て
見
れ

ば
、
調
査
資
料
の
示
す
所
三
月
別
に
於
て
左
表
の
如
き

有
様
な
り
巴
す

る
。
.

第
三
.表

牧

支

調

其

一

大

正

十

一
年

九

月

分



摘

要

.

豪

食

一
三
人
暮

世

帯

竺

・

総

量
.

美
七
三

備
考

平
均
世
帯
主
取
入
及
ビ
平
均
世
帯
全
牧
人
二
謝
ス
ル
平
均
支
出
額
ノ
制
令

八
坂
入
王
封
ス
ル
支
出
ノ
割
合
チ
示
ス

其

二

大

正

十

一

年

十

月

分

「
家
人
員

世

疏

鍛

総
一
世
帯

準
均

総

額

「
世
帯
亭
均

二
人

暮

…
三

人

暮

暮

五
人
置

六
会

置
三
菱

　吾
で

垂
[冨

く青

　

　÷
天

「
謝
「
「
劃
朔]

菱
τ

一〇
△
盟三
五

究
[豊

一美

里
O

巻

O
苦

難

蝕

炭
坑
労
働
者
の
生
計
状
態

第
十
宗
谷

(第
六
號

「
四
九
)

「
〇
三
七



雑

録

炭
坑
舞
働
者
の
生
計
状
態

第

十
⊥
ハ
巻

〔第

占ハ
號

一
五

Q
)

一
Q

一二
八

備
考

同

前

其

三

大

正

十

一

年

十

　
月

分

世
帯
主
攻
入

一
家

人
員

世

鍛

帯

総

額

一
世
帯
平
均

一
二

人

暮

一

.

E
一三

型

薯

丑
】
一三
〇

宍
藍

田

暮

六

入

幕

七

人

暮

入

人

暮

吾
兀
9

薯

…甕

五
量
西

堂

互百

E

四
〇
六

(
一

一
三

一三
六

「

世
帯
登
坂
人

給

　　峯

一
三
四
二
七
七

一
、
一
四
三
一
一

三茜

孟

圏発
九
四

　

奪

壱
0一

交
寿

三
葦

二

糞

日

興
五

苦
尋

δ
o

o

三
量

一
世
帯

不
均

窒

突
八

一
一
三
、0
二
〇

三
三
喜

世
帯
全
支
出

総

額

六
一
=

三
会
兆

登

窯
=

]三
二
九
(

訂璽

ド
ー

六　
蔓

四。
ム
ゼ
〈

一八妻

】
世
帯
平
均

六
一
=
0

四　
美

菱

o
=

五
藝

^
一翼

一へ書

計胃石

=
・互

七
一垂

壱
ゼ

韮

三
、
一
(
九

一
〇
六

四
〇　竃　

=

昌
、
更

平
均
世
帯
主
牧
人
封
平
均
支

出
額
割
合

平
均
世
帯
全
数
入
掛
平
均
支

三

六
西

九
畠

奎
(

八
誉

ゼ
二
二

L

九
果

一
〇
思

至
美

九
一石

出
額
割
食

備
考

町

'

前



弓,

「

右
第
三
表

に
就

い
て
見

る
に
先
づ
牧
人
の
側
に
在

っ

て
は
、
月

々
に
依
り
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
大
禮
世
帯

主
の
吸
入
は
三
十
世
帯
牛
角
に
於
て
五
十
六
圓
乃
至
七

十
七
圓
ε
な

っ
て
居
る
。
之
を
三
ケ
月
牛
均
に
し
て
見

る
ご
六
十
八
圓
四
+
銭
に
當
る
。
然
る
に

一
世
.帯
の
全

敗
入
は
ε
い
へ
ば
.
や
は
b
月

々
に
多
少
の
相
違
が
あ

る
が
、
一二
十
世
帯
季
均
に
於
て
九
十
七
圓
乃
至
百
十
二

圓
飴
に
及
び
、
各
月
を
季
均
す
れ
ば
百
五
圓
四
十
二
銭

ε
な
る
。
即
ち
三
十
世
帯
牛
角
に
於
け
る
三
ヶ
月
牛
均

牧
人
は
世
帯
主
の
牧
人
六
割
四
分
、
世
帯
主
以
外

の
者

の
牧

人
三
割
⊥
八
分
ざ
い
ふ
割
合
で
あ
る
。

所
が
此

の
敗
入
に
謝
し
て
支
出
の
方
は

一
世
帯
李
均

七
十

一
圓
乃
至
九
十
七
圓
弱
で
、
三

ケ
月
李
均
八
十
四

圓
五
十
二
銭

ご
な

っ
て
居

る
か
ら
、
雫
均
的
に
見

て
世

帯
主
の
牧
人
だ
け
で
は
遣

っ
て
行
け
る
時

ξ
遣

っ
て
行

け
な

い
…府
巴
が
生
す
る
o
飾
㎝ち
表

に
示
さ
れ
る
所

で
は

九
月
ε
十
月
ご
は
牧
人
が
支
出
に
超
過
し
、
十

一
月
に

は
牧
入
が
支
出
に
不
足
す
る
有
様
を
呈
し
て
居
る
。

そ
こ
で

一
人
暮
以
上
九
人
暮
に
至
る
ま
で
の
各
人
さ

雑

録

炭
坑
労
働
者
の
生
計
状
態

の
世
帯
に
就
き
世
帯
主
牧
入
`

一
世
帯
支
出
ε
の
割
合

並
び
に
.一
世
帯
金
牧
人
ご

一
世
帯
支
出
ε
の
比
較
の
示

さ
れ
た
.る
も
の
を
見

る
に
、
九
月

に
在

っ
て
は
何
れ
の

大
さ
の
世
帯
も
世
帯
主
の
収
入
.だ
け
で
は
支
出
に
不
足

し
.
其

の
不
足
七
人
暮
及
八
人
暮
の
所
で
最
も
大
で
、

支
出
は
吸
入

一
〇
〇
に
謝
し
二
二
三
及
二
五
⊥
ハ
の
多
き

に
及
む
で
居
る
、

、然
占
十
月

に
な

っ
て
見

る
ε
其

の
不

足
額
減
少
し
て
居
る
が
、
や
は
り
世
帯
主
の
収
入
だ
け

で
支
出
の
賄

へ
る
の
は
三
人
暮

ご
五
人
暮

の
も
の
ざ
だ

け
で
、
其
他
は
支
出
の

一
割
か
ら
四
割
見
當
不
足
す

る

有
様
を
呈
し
て
居
る
。
(八
入
暮

一
世
帯
に
於
て
支
出
が

牧
人
の
⊥
ハ
倍
牢
に
も
及
む
で
居

る
の
は
、
何
か
特
別

の

事
情
あ
る
に
因

っ
た
も
の
で
め
ら
う
)
然
る
に
十

一
月

に
於
て
は
大
禮

の
歌
呪
は
更
に
頁
好

ε
な
b
世
帯
主

の

吸
入
だ
け
で
遣

っ
て
行
け
て
多
少
吸
入
の
餓
剰
を
生
す

る
も
の
多
く
、
不
足
せ
る
は
π
ゴ
二
人
暮

ご
七
人
及
八

人
暮
ε
の
世
帯
の
み
で
あ
る
。

大
熊
右
の
や
う
な
有
様
だ

か
ら
、

一
家
の
全
敗
入
ご

支
出
ε
の
比
較
を
見
れ
ば
、
何
れ
の
月
に
在

っ
て
も
牧

人
は
支
出

に
超
過
し
、
各
世
帯
こ
も
皆
同
様
で
、
た
ゴ

第
十
六
巻

(第
六
號

一
五

こ

】
〇
三
九



雑

録

　灰
坑
勢
一働
者

の
生
計
状
態

八
人
暮

の
一
世
帯

に
於
て
十
月

に
不
足
を
示
し
て
居

る

だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
収
入
に
謝
す

る
支
出
の
割
合
は

.

大
抵
八
九
一割
の
所
に
居
り
、
最
も
少
き
も
の
は
六
割
弱

に
し
か
當

っ
て
居
ら
漁
の
が
あ
る
。

つ
ま
り

一
家
の
人

々
が
力
を
協

せ
て
共
稼
す
れ
ば
、
牧
人
は
支
出
に
剰
め

一
二
割
.の
貯
蓄
は
出
家
得

る
賞
状
を
呈
し
て
居
る
次
第

.

な
け
ε
す

る
o
、

.且

.
け
れ
ざ
も
右
示
す
所
は
各
人
さ
の
世
帯
ご
も
藪

第
十
宍
巻

(第
六
號

}
五

二
)

「
〇
四
Q

世
帯
を
孕
均
し
て
見
た
上
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
之
を
.

以
て
直
ち
に
現
實
に
調
査

さ
れ
た
る
各
世
帯
の
賞
状
な

り
.ε
す
る
わ
け
に
は
行

か
漁
。
そ
の
賞
状
は
や
は
為
之

を
各
世
帯
々
々
に
就

い
て
見
な
け
れ
ば
な
ら

楓
。
そ
こ

で
調
査
は
支
牧
過
不
足
調
を
ば
飴
剰
も
不
足
も
共

に
之

を
十
圓
以
上
蓬
十
圓
以
下
オ
に
分
ち
、
飴
剰
叉
は
不
足

を
示
し
た
る
世
帯
敷
を
夫

々
示
す

こ
ε
に
し
た
。
其

の

調
査
表
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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四
表

牧

支

過

不

足

調
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大
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正

十

一
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分
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要

其

二

大

正

十

豪

食

一
二
人
暮

一
年

十

月

分

世

帯

鍛
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一

耳

九

四

四

[

一
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昌

一
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.
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圓
以
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孕
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o
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圓
以
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一

三

一
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口

世
帯
全
攻
入

.

チ
以

チ
支
出
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録

計
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五
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計
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雑

録
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坑
労
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計
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.

右
掲
第
四
表

に
照
し
見

る
に
、
九
月

に
在

っ
て
は
世

帯
主
牧
入
だ
け
を
以
て
す
れ
ば
支
出

に
及
ば
ざ
る
も
の

比
々
皆
黙
り
で
、
二
十
世
帯
中
二
十
世
帯
は
其
の
歌
呪

に
在
り
、
然

か
も
大
多
数
は
十
圓
以
上
の
不
足
を
示
し

飴
剰
を
示
し
セ
る
は
三
人
暮
三
世
帯
ご
四
八
暮

一
世
帯

ε
の
み
。
然
か
も
そ
の
飴
剰
は
十
圓
以
下
で
あ
る
。
然

し

一
世
帯
金
牧
人
を
以
て
す
れ
ば
状
況
は
轄
倒
し
、
三

十
世
帯
悉
く
牧
人
に
飴
剰
あ
り
、
就
中
十
七
世
帯
は
十

圓
以
上
の
餓
剰
で
め

っ
だ
。
次
に
十
月
に
在

っ
て
ば
、

世
帯
主
牧
人

の
み
で
支
出
を
賄

ひ
得
な
か
っ
た
も
の
は

二
十
世
帯
に
減
じ
、
十
世
帯
は
却

っ
て
牧
人
に
飴
剰
を

示
す

二
ご

、
な

っ
た
。
然
か
も
醸
剰
は
十
圓
以
上
な
る

も
の
六
世
帯
で
あ

っ
た
、
然
し

一
家

の
全
敗
入
を
以
て

し
て
も
衙
ほ
支
.出

に
及
び
得
な
か
っ
た
も
の
が
比
較
的

多
数

に
生
じ
て
來
、
真
数
九
世
帯
の
多

さ
に
及
び
、
三

人
暮
四
人
暮
七
人
暮
の
世
帯
に
於
て
遮
較
的
多
"
の
も

の
が
牧
人
に
不
足
を
見
た
。
次
に
十
月
に
在

っ
て
は
、

世
帯
主
の
牧
人
で
支
出
を
充
し
継
ぎ
る
も
の

、
敷
更

に

減
じ
て
十
二
世
帯

ご
な
り
、
十
八
世
帯
は
支
出
に
射
し

て
牧
入
渦
刺
し
、
然

か
も
十
四
世
帯
は
十
圓
以
上

の
過

雑

録

炭
坑
舞
働
盾
の
生
計
状
態

剰
を
見

た
。
そ
し

て

一
世
帯

の
全
敗
入
を
以

て
す

れ
ば

支
出

に
資

し
収
入

の
過
剰
す

る
も
の

二
十

八
世
帯

に
増

加
し
、
就
中

二
十

四
世

帯
は
十
圓
以

上
の
醗
剰
を
見

た

の

で
あ

る
。

そ

こ
で
此
.の
第

四
表

の
如

く
各
世

帯

々
々
に
就

い
て

.

見
た
も

の
ε
、
第

三
表

の
如

く
や

、
雫
均

的

に
見

た
も

の
ε
を
比

較
す

れ
ば
、
後
」・着
に
在

っ
て
は
や

＼
定

ま

っ

た
結
論
を

見
出

し
易

い
に
反

し
て
、
前
者

に
在

て
は
事

情

歴

々
頗

る
結
論

を
造

る

に
困
難

な

る
も

の
が
あ

る
。

師

ち
此

の
第
四
表

に
在

っ
て
は
、

之
を
前

;

二
表

ざ
照

し
合

せ
て
政

へ
て
見

て
も

、
月

に
依
り
敗

支
適
合

の
状

況

が
色

々
に
相
違

し
、
何
月

に
は
支

出
が
多

く
て
何
月

に
は
少

く
、
何
月

に
は
世

帯
主
の
牧

人
が
多

ぐ
何

月

に

は
少

く
、
叉
何
月

に
世

帯

の
全
牧
入

が
多

く
何
月

に
は

少
く

、
其

爲

め
に
牧
支
適

合
上

に
如

何
な
る
表

は
れ
を

見

る

'し
い
ふ

こ
ε
の
、頗

る
見
定

め
難

い
も
の

が
あ

る
。

然

し
た

ゴ
ほ
ん
の
大
勝

の
傾
向

ε
し
て
は

、
支
出

の
方

に
在

っ
て
は
九
月

よ
り
も
十

、
十

一
月

ε
や

、
減

少

の

.
状
況

の
窺
知

し
得

㎡、
き
あ
b
、
世
帯

主
牧

入

に
在

っ
て

…
は
九
月
よ

り
も
十

、
十

一
月
は
増

加

の
有
様

が
見

へ
湘

錦
十
六
谷

(第
六
號

一
五
五
)

】
〇
四
三

、

F

㌔



、

雑

録
.
`

炭
坑
勢
働
者

の
生
計
状
熊

一
世
帯
全
牧
人
に
在

っ
て
は
、
九
月
よ
り
も
十
、
十

一

月
は
減
少
を
示

し
て
居

る
ご
見

る
こ
ご
が
出
来
る
。
其

の
結
果
.こ
し
て
第
四
表
に
示
す
が
如
き
牧
支
過
不
足
の

状
況
を
呈
す
る
に
至

つ
だ
も
の
ε
見
得
ら
れ
る
。
け
れ

ざ
も
そ
れ
が
何
故

に
黙
り
し
か
、
そ
は
遇
然

の
乙
こ
な

る
か
、
そ
れ
ε
も
何
等

か
確
實

に
捕
捉
し
得
ら
る

べ
き

事
實
上
の
原
因
あ

っ
て
然
る
も
の
か
、
そ
の
原

因
は
毎

年
定
ま
っ
て
生
す

る
も
の
か
な
ご
ε
い
ふ
こ
ご
に
な
れ

ば
、
此
の
調
査
表
だ
け
で
は
到
底
之
を
知
り
得
る
道
が

な

い
。
元
來
此
程
の
調
査
は
年
中
の
何
月
か
ら
何
月
ま
一

で
を
選
む
で
調
査
を
し
て
見
て
も
、
共
月

々
に
於
け

る

季
節
上
の
諸
關
係
か
ら
。
之
を
以
て

一
年
中
を
通
じ
て

・

の
賞
状
を
見

る
に
難
き
も
の
あ
る
ご
同
時
に
、
調
査
は

選
鐸
さ
れ
た
る
幾
家
族
か
に
就

い
て
行
は

れ
.
る

も

の

で
、
そ
の
選
蝿
は
幾
ら
注
意
し
て
之
を
行

っ
て
も
、
其
.

の
家
庭
々
々
に
特
有
な
事
情
の
附
着
す
る
を

免

れ

難

く
、
從
て
其

の
調
査
ご
し
て
表
は
れ
た
所
を
以
て
、
直

ち
に
當
該
部
類
の
労
働
者

一
般

の
賞
状
ど
見

る
ε
こ
ご

の
不
都
合
な
る
も
の
あ
る
を
免

れ
函
。
本
調
査
も
此
の

意
味

に
於
て
大

い
に
斟
酌
を
要
す

る
も
の
が
あ
る
。
た

鑑
+
六
巻

(第

六
號

一
五
六
)

δ

四
四

ゴ
全
国
各
方
面
か
ら
の
材
料
が
蒐
集

さ
れ
て
、
種

々
比

較
し
て
致
察
す
る
を
得

る
こ
ε
に
な

る
に
於
て
、
甫
め

て
よ
く
大
髄

の
有
様
が
知
る
こ
ε
が
出
来

る

で

あ

ら

う
勉但

併
し
な
が
ら
吾

々
は
此
の
局
部
的
な
る
調
査
資
料

を
見

る
に
就

い
て
も
、
九
州
の
中
.恥
炭
坑
地
に
於
け
る

勢
働
者
の
生
活

の
歌
呪
を
ば
、
其

の

一
斑
に
就

い
て
窺

ふ
こ
ご
が
出
来
る
次
第
で
、
若
し
此
程
の
調
査
材
料
が

肚
會
局
の
手
に
依
て
全
・國
的

に
各
方
面
よ
り
蒐
集
せ
ら

れ
、
同
じ
《
炭
坑
勢
働
者

に
就

い
て
も
各
炭
坑
の
比
較

を
寫
す
を
得
、
叉
炭
坑
勢
働
者
ざ
他
の
鑛
山
勢
働
者
こ

の
生
計
比
較
、
鑛
山
勢
働
者

ご
工
場
其
他
の
勢
働
者
こ

の
生
計
比
較
ε
い
ふ
風
に
、
色

々
の
比
較
を
試
み
得
る

十
分
の
材
料
を
供
給
さ
る
、
こ
ε
、
も
な
ら
ば
.
大
禮

に
於
て
我
国
勢
働
者
の
生
計
の
實
釈
を
知
り
得
る
こ
ご

一
、
な

る
で
め
ら
う
。
私
は

一
日
も
早
く
完
備
せ
る
調
査

…
資
料
或
は
調
査
報
告
が
肚
會
局
よ
り
公
表
さ
れ
ん
こ
ε

を
切
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
特

に
材
料
の
あ
ま
り
古
物

涯

な
畠

内
。
手
早
く
嚢

せ
ら
れ
ん
..
嘉

重

せ

　
ざ
る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。

(
を
は
り

)

●


